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2006 年度 JBIC 円借款事業 中間レビュー報告書 
 
                                                   評価者：黒田 泰久(OPMAC 株式会社)  

中間レビュー現地調査時期：2007 年 3 月 
案件名：ベトナム「タンソンニャット国際空港ターミナル建設事業」（L/A No.VNIX-2） 
 
[借款概要] 
承諾額/契約同意額/実行額：22,768 百万円／22,053 百万円／15,303 百万円（2007 年 3 月末時点） 
借款契約調印 ：2002 年 3 月締結（L/A 締結後 5 年目） 
当初完成予定日  ：2006 年 12 月 
修正完成予定日 ：2007 年 6 月 
貸付実行期限  ：2008 年 7 月 
実施機関 ：ベトナム民間航空総局 
維持管理機関 ：南部空港公団 
中間レビュー選定基準：特別円借款 
 

[事業目的] 

ベトナムで最大の旅客取扱量を有するタンソンニャット国際空港において、新たな国際旅客ターミナル及び付帯設備を建設することにより、増加する旅客需

要に対応し、航空サービスの利便性・効率性の向上を図り、もってホーチミン市及びベトナム全体の持続的な経済社会開発に資することを目的とする。 

コントラクター（10 億円以上のみ記載）：鹿島建設（日）・大成建設（日）・大林組（日）・前田建設工業（日）（JV） 
コンサルタント（1 億円以上のみ記載）：日本空港コンサルタンツ（日） 

 

[結果概要] 

項目 事前評価結果（2001 年 7 月実施） 
中間レビュー結果及び 

中間レビュー時に想定される事後評価内容 

[妥当性] 

(1) 国家政策レベル 

(1) 国家政策レベル 
ベトナム政府は 2001 年の共産党大会にて「社会経済開発戦略」を採択し、その

中で 2010 年までに GDP を倍増し、2020 年には工業国の仲間入りを果たす目標

を設定している。目標を達成するためには外国との交流・貿易量の拡大が不可欠

であることから、ベトナム政府は航空・空港セクター開発を含む運輸インフラの整

備を重要な施策と位置づけている。 

(1) 国家政策レベル 
国家政策レベルにおいては運輸セクターが引続き重要セクターとして位置

づけられている。2000-2005 年の 5 年間に国家予算の 27％が運輸通信セクタ

ーに投入されたことが確認されている。「社会経済開発 5 ヵ年計画（2006- 
2010）」では引続き国家政策の重点項目としてインフラ投資を掲げ、輸送イ

ンフラの整備に注力する方針を明示、航空分野においては国際空港の整備と

航空機の性能向上により、年間 20 百万人の旅客輸送能力を持つ体制の整備

を目標としている。長期開発計画では国家の重要事業を「重要プロジェクト

リスト」として付表を掲げているが、本事業は ODA 対象事業の部に掲載さ
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れており、引続き国家の重要事業であることが確認される。 
 

(2) 施策レベル (2) 施策レベル 
ベトナムの航空輸送においては、市場経済化、輸出及び外国投資の増加を背景

として1994-2001年における旅客数増加率が年間平均11.9％、貨物量が16.7％と

増加している。経済成長に伴い航空輸送へのさらなる需要増加が見込まれるが、

主要 3 空港（タンソンニャット、ノイバイ、ダナン）を始めとして殆どが老朽化してい

る。1997 年に承認された「空港システム構築のための基本計画」が、タンソンニャ

ット（ホーチミン）、ノイバイ（ハノイ）、ダナンの 3 空港をハブ空港として整備すること

を明示している。本事業が立地するホーチミン市は国内最大の人口（500 万人）を

擁し、GDP の約 2 割を占め、外国直接投資の約 3 割が同市近郊になされていると

いった経済の中心都市であり、タンソンニャット空港はこれら経済面を支えるゲート

ウエイとして重要な役割を担っている。ホーチミン市の「社会経済 5 ヵ年計画

（2001-2005）」によれば、同市は計画期間中に平均年率 11％の経済成長を見込

んでおり、同目標を達成するためには近隣諸国との経済活動の緊密化が必要で

あるとして、タンソンニャット空港の整備を優先的課題として掲げている。 
 

(2) 施策レベル 
運輸セクターについては、「社会経済開発 5 ヵ年計画（2006-2010）」を受

けて、運輸省が 2005 年 8 月に「運輸セクター開発 5 ヵ年計画（2006-2010）」
を策定、実施している。同計画はタンソンニャット空港の整備をノイバイ空

港、ダナン空港の整備と並ぶ重要事業として明示している。 
地域開発の視点からは、「社会経済開発 5 ヵ年計画（2006-2010）」がホー

チミン市および周辺省を含む南東部地域を、工業化、産業近代化並びに商

業・サービス・観光開発を通した経済成長を主導する役割をもった重点対象

地域として指定している。 
本事業はセクター及び地域開発の両面において引き続き高い重要性を維

持していることが確認される。 
 

(3) 計画レベル (3) 計画レベル 
航空需要の増加に対応するためタンソンニャット空港ではターミナルの整備を行

い、2000 年現在の旅客取扱能力は国際・国内線合わせて年間 500 万人となって

いるが、旅客数は 2003 年に既存ターミナルの容量に到達すると見込まれている。

既存ターミナルは現状以上の拡張が困難なことから、既存ターミナルを国内線専

用とし、新たに国際線旅客ターミナルを建設することが喫緊の課題となっている。 

(3) 計画レベル 
タンソンニャット空港は近年における旅客数の増加に対し、プレハブ施設の

増設等により対応してきたが、既に容量（年間 5 百万人）を超過する状態が

続いている。ホーチミン市及び近隣省における経済活動は引続き活発であ

り、旅客需要及び製造業生産額は毎年 2 桁の伸びを続けている。旅客及び貨

物輸送の能力拡大と効率化が経済成長の重要な鍵を握っているといえる。地

域経済の発展にとって本事業の必要性が高いことが確認される。 
本事業には、特別円借款が供与された。特別円借款は、98 年 12 月に創設さ

れた制度であり、経済危機の影響を受けているアジア諸国経済の早期回復に

向けて、景気刺激効果及び雇用促進効果が高い事業を推進すると共に、民間

投資にとって魅力ある事業環境を整備し、生産性の向上を通じて経済構造改

革を実現することを第一義目的とし、通常案件よりもさらに譲許的な借款を

供与し、当該国を支援するものである。本事業は、ベトナムで最大の旅客取

扱量を有するタンソンニャット国際空港において、新たに国際旅客ターミナ

ル及び付帯施設を建設することにより、増加する旅客需要に対応するととも

に航空サービスの利便性･効率性を図るものであり、特別円借款の妥当性が

認められる。 

 

[有効性] 

（1）運用効果指標等 
 

(1) 運用効果指標等 
① 定量的効果 

1) 運用効果指標 
 

(1) 運用効果指標等 
① 定量的効果 

1) 運用効果指標 
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 2000 年実績 
(事前評価時) 

2007 年 
計画目標 

2012 年 
計画目標 

ピーク月国際旅客数 
(出発/到着)(往復) 
(単位：人/月) 

117,924(往) 
118,379(復) 

366,000 
(往復) 

546,000 
(往復) 

ピーク日国際旅客数 
(出発/到着)(往復) 
(単位：人/日) 

4,535(往) 
4,911(復) 

12,200 
(往復) 

18,200 
(往復) 

年間国際旅客数（往復）

(単位：百万人/年) 
2.3 4.0 6.0 

年間国際観光旅客到着数

(片道)(百万人/年) 
0.8 1.4 2.1 

年間国際ビジネス旅客到

着数(片道)(百万人/年) 
0.2 0.3 0.5 

（出所）事業事前評価表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2006 年実績 
 

2012 年 
計画目標 

2020 年 
計画目標 

ピーク月国際旅客数 
(出発/到着)(往復) 
(単位：人/月) 

 
*1 

  

ピーク日国際旅客数 
(出発/到着)(往復) 
(単位：人/日) 

9,395(往) 
8,923(復) 

24,050 
(往復) 

28,270 
(往復) 

年間国際旅客数（往復）

(単位：百万人/年) 
4.8 7.9 9.3 

年間国際観光旅客到着数

(片道)(百万人/年) 
*1   

年間国際ビジネス旅客到

着数(片道)(百万人/年) 
*1   

（注）*1 実績データなし。 
（出所）Southern Airport Authority 
実施機関ではこれまでの運営実績に基づき、運用効果指標の予測を上表のよ

うに改定している。改定後の年間国際旅客数から逆算すると、2006-2012 年

間における国際旅客数の平均年間伸び率は 8.5％と過去 5 年間の平均伸び率

13.6%と比べて保守的な見込みとなっている。本事業で建設する国際ターミ

ナルは年間 800 万人程度を容量としており、実施機関の予測通り増加したと

仮定すると本事業による新ターミナルは 2012 年に計画容量に到達する。仮

に今後の伸び率が 13.6%程度となるとすると、旅客総数は 2010 年に 810 万

人となり、同年に計画容量に到達すると想定される。 
 
2) 経済成長率と製造業生産増加率（1994 年固定価格） 

 1995－2000 
（年平均％） 

2000－2005 
（年平均％）

2006-2010 
計画目標 

全国    
 GDP 成長率 6.9% 7.5% 7.5-8.0% 
 製造業・建設業成長率 10.6% 10.2% 9.5-10.2% 
製造業生産額伸び率    
南東部 8 省市 *1 14.3% 15.1%  
ホーチミン市 11.3% 14.2%  

（注）*1 構成は、Ninh Thuan、Binh Thuan、Binh Phuoc、Tay Ninh、Binh Duoung、
Don Nai、Ba Ria-Vung Tau、Ho Chi Minh City の各省市 

（出所）「社会経済開発 5 ヵ年計画（2006-2010）」及び General Statistics Office 
of Vietnam 
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南東部における製造業生産高は 2000 年以降、南東部全体で年平均 15.1％、

ホーチミン市で 14.2％の高い伸びを示し、航空需要を高める要因となってい

る。「社会経済開発 5 ヵ年計画（2006-2010）」では 2006-2010 年の全国の GDP
平均成長率を 7.5-8.0％、製造業・建設業の平均成長率を 9.5-10.2％と計画し

ているが、これらの成長率は 2000-2005 年実績と同程度の高い目標となって

いる。全国製造業生産額に占める南東部 8 省市の比率は 48％、ホーチミン市

の比率は 23％と大きなウエートを占めている。当地域における生産活動は引

続き活発に推移することが予測されており、2006-2010 年間の航空需要は

2001-2005 年における航空輸送実績に匹敵する伸びとなることが想定され

る。因みに 2000 年に JICA が実施した「ベトナム国運輸交通開発戦略調査」

(VITRANSS)では、航空輸送需要の伸びは、2000-2010 年には GDP 成長率の

1.5 倍、2011-2020 年には GDP 成長率と同程度にて増加すると予測している。 

 

 ②定性的効果 

1) 旅客取扱能力が拡大する。 
2) 空港施設利用者の利便性及び安全性が向上する。 
3) 人的・物的な国際交流が促進され、社会経済の発展が促進される。 

②定性的効果 

1) 旅客取扱能力の拡大 
タンソンニャット空港既存ターミナルの取扱能力は年間500万人と言われて

いたが、2006 年には国内・国際合せて 847 万人の旅客を取り扱っている。本

事業による新ターミナルは国際航空運送協会（IATA）が設定する標準サービ

スに立脚して年間取扱能力 800 万人（計画容量であり、実態的に 1000 万人

程度の取扱は可能と考えられる）と計画されている。本事業の実施により、

国際旅客年間 800 万人の取扱いが可能となり、また既存ターミナルを国内線

専用とすることにより国内線旅客 500 万人、国内・国際線合計で 1,300 万人

の取扱が可能となる。 
2) 空港施設利用者の利便性・安全性の向上 
新国際ターミナルは IATA が国際空港に対して要求する基準に従って計画、

建築が行われており、利用者にとって国際基準に合致する利便性・安全性が

確保される。 
3) 国際交流の促進・社会経済の発展 
新国際ターミナルを利用して、人的な交流（国際旅客の往来）の促進が図ら

れる。国内最大の経済圏を後背地として擁しており、政府によって進められ

ている関連インフラの整備と合わせた輸送能力拡大の施策が進められてお

り、当該経済圏における経済活動の拡大、成長を支えることが想定される。 
 

(2) 有効性及びインパクトに影

響を与える要素の分析 

 

(2) 有効性及びインパクトに影響を与える要素の分析 
① 環境配慮 
新ターミナルの建設後、航空機離着陸回数の増大により、空港周辺地域の航空

機騒音による影響の拡大が予想される。本事業で起用されるコンサルタントの支

援により騒音のモニタリングが開始される。モニタリングの結果に基づき、実施機

関及びホーチミン市政府により騒音低減飛行方式の採用、土地利用規制を通じ

(2) 有効性及びインパクトに影響を与える要素の分析 
① 環境配慮 
事業実施前に環境影響評価（EIA）調査を実施、事業実施体制の中に環境モ

ニタリングユニットを設置、工事期間中の騒音、振動、大気汚染、水質汚濁

等に関するモニタリングを実施している。工事期間中における本事業実施に

よる環境への影響は軽微で、特段、問題となる事項はないことが確認されて
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た影響緩和策等が検討される予定である。 いる。新ターミナル開業後に予想される離着陸便数の増加に起因する騒音問

題への対策が必要となる。将来の対策として実施機関は自然資源環境省か

ら、進入路直下にある住宅の移転、補助金の支給による防音工事等を含む対

策をとることについて指導を受けている。今後騒音対策が適切に実施される

かについて注視することが必要である。 
 

  ② ロンタン新空港建設計画 
タンソンニャット空港は本事業を実施した後、さらなる拡張をすることは立

地上困難とされている。2012 年に国際旅客数が容量限度に到達した後の航空

輸送需要に対処するための対策として、政府はホーチミン市近郊のロンタン

に新空港を建設する方針を決定、マスタープラン作成のための調査を開始し

ている。第 2 空港の建設は、今後の需要動向、ターミナルの拡張を含む既存

空港の処理容量、新空港との機能分担、新空港整備に要する期間などさまざ

まな事項に留意する必要がある。新空港建設後もタンソンニャット空港は運

用を続けるとされているが、両空港間における機能分担が重要な影響を与え

る要素となる。本事業の事前評価においては、本事業で建設される新ターミ

ナルが国際線専用ターミナルとして機能することを前提に行われており、評

価の前提条件が変化することとなる。 

 
  ③ アクセス道路の整備 

現状、市中心部から空港へのアクセスとしては主にタクシーとオートバイが利用さ

れているが、市街道路に頼っており、交通渋滞の悪化によるアクセスの問題が深

刻化している。本事業では工事期間中建設現場及び空港周辺地域において騒

音モニタリングを実施したが、その結果から、工事現場の騒音には大きな問題は

認められず、反面、空港外の市街道路を走行する車両の騒音レベルが政府が定

める環境基準を超過している問題が確認されている。新ターミナル開業により空港

利用客総数が数年間で現在の 2 倍程度に到達することが予想され、アクセス交通

が及ぼす影響により問題の深刻化が懸念される。道路整備を所管するホーチミン

市では以下のような交通網の整備計画を進めている（CAAV 及びホーチミン

市交通局におけるヒアリングによる）。 
・市内と空港を結ぶ高架道路建設（用地取得開始） 
・既存幹線道路の拡幅（Nguyen Van Troi Street、用地取得開始、2010 年完成） 
・地下鉄路線の空港乗り入れ（円借款、アジア開銀、その他ドナーの支援に

よる複数路線を計画） 
・各ホテルによるシャトルバスの運行 
・バス専用道路の開発（世銀が F/S 実施） 
 

  ④ ユーティリティの供給 

新ターミナルの運営に関しては水及び燃料の供給に問題が残されている。 
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1) 水 
ホーチミン市が供給することとなっているが、現在の上水道は水圧が非常に

低く、新ターミナルが必要とする水量の供給が困難であるため、開業時は 
タンク車での搬入が不可避とされている。ホーチミン市では上水道システム

を漸次改善すると約束しているが、時期に関する見通しは不明である。 
2) 燃料油 
航空機に燃料を供給するための地下給油パイプを敷設したが、供給元となる 

会社が約束した設備投資を行わず、送油するための設備の整備が進んでいな

い。新ターミナル開業時はタンク車による搬送給油を行うことが必要とな

る。投資の実施について供給会社に対する督促を行い、その進展を監視、あ

るいは政府に対する仲介を要請する等の対策をとることが必要である。 
 

(3) 持続性に影響を与える事

項 

 

(3) 持続性に影響を与える事項 
① 維持管理体制 
運営、維持、管理については民間航空総局(Civil Aviation Administration of 
Vietnam)の傘下の南部空港公団(Southern Airport Authority)が実施する。 
 

(3) 持続性に影響を与える事項 
① 維持管理体制 
当初計画から変更はない。 

② 維持管理要員の訓練 

維持管理要員の訓練はコントラクターが実施する。南部航空公団(SAA)では

運営管理のための要員を既に決定し、訓練の開始に備えている。2007 年 5
月には訓練用の教材等がコントラクターによって完備され、訓練が開始され

ることとなっている。 

③ 財務面での実施能力 

SAA はタンソンニャット空港を含むベトナム南部に立地する７つの空港の

運営管理をおこなっている。空港運営収入(空港施設利用料、離着陸料、テ

ナント賃借料等)から維持管理費、施設改善費等を支出する独立採算制を敷

いている。タンソンニャット空港における収入が 7 空港の維持管理のための

費用総額を大きく上回る黒字基調を維持しており、維持管理に関する財務面

での懸念はない。 
 

[効率性] 

(1) アウトプット 

 

 

 

 

 

 

 

(1) アウトプット 

 工事区分 設備機器 規模・数量 

ウイング数  1 

総階数  3 階 

延べ床面積  75,000 ㎡ 

手荷物処理システム 2 セット 

航空情報ディスプレイ 1 セット 

国際旅客ターミ

ナル 

関連設備 

X 線検査装置 36 ユニット 

道路・駐車場 道路  41,000 ㎡ 

(1) アウトプット 

 工事区分 設備機器 規模・数量 

ウイング数  2 

総階数  4 階 

延べ床面積  92,920 ㎡ 

手荷物処理システム 4 セット 

航空情報ディスプレイ 2 セット 

国際旅客ターミ

ナル 

関連設備 

X 線検査装置 53 ユニット 

道路・駐車場 道路  
58 630 ㎡
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駐車場  34,000 ㎡  

支援車両通路  32,000 ㎡ 
航空機燃料供給

施設 
燃料給油用パイ

プ及び付帯設備
 2,400 m 

ユーティリティ 電 力 ・ 通 信 ・ 給

水・下水処理・固

形廃棄物処理 

  

外国人  434 ヵ月 コ ン サ ル テ ィ ン

グ・サービス 現地人  975 ヵ月  

駐車場  
58,630 ㎡ 

 

支援車両通路  27,115 ㎡ 
航空機燃料供給

施設 
燃料給油用パイ

プ及び付帯設備
 2 X 1,700 m 

ユーティリティ 電 力 ・ 通 信 ・ 給

水・下水処理・固

形廃棄物処理 

  

外国人  535 ヵ月 コ ン サ ル テ ィ ン

グ・サービス 現地人  1,236 ヵ月 
 

≪変更の評価≫ 

事業の開始に当り、第 2 ウイングの追加、地上階と 2 階の間に 1 フロアを増

設する変更が行われ、これによりフロア面積が当初計画比 24％拡大された。

併せて、取扱旅客数の増加に対応するために手荷物処理システム、検査機器

等の数量が追加されている。これらの変更は事業の費用総額の増加を招くこ

となく実施され、より多くの旅客数の取扱いを可能とする変更であり、ポジ

ティブな効果を伴う変更であると評価される。 

≪変更の理由≫ 
1) ウイングの追加： 
・航空機に直接乗降可能となる機会を増やすため 
・国際線と国内線の間の連絡路を構築することにより両者の一体的な運用を

可能にするため 
2) フロアの追加・床面積の拡大： 
・到着客と出発客の動線の交差を回避することにより、顧客管理を効率化す

るため。 
・チェックイン・カウンター、事務スペース、旅客待合室、技術サービス室

のスペースを十分に確保するため。 
3) 関連設備の数量増加： 
・急増する旅客数に対応、効率的な運営を行うため 
 

(2) 期間 

 

(2) 期間 
   2002 年 3 月―2006 年 12 月 （57 ヵ月） 
 

(2) 期間 
   2002 年 3 月―2007 年 6 月 （63 ヵ月） 
当初計画に比べ 6 ヵ月遅延しているが、2007 年 7 月には開業の予定。 
 

[特別円借款満足度調査] 

 

本事業供与時の特別円借款の意義は以下の通り。 
 

(1) 導入の目的 
財政省が導入の理由として、低金利、長期の返済期間、高度技術を上げてい
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ベトナム経済は、アジア経済危機の影響を受けて、ここ数年 8～9％を維持

してきた高成長にも減速傾向が現れ、99 年の経済成長率は 4.8％となった。

ベトナム経済の潜在能力は高いと見られているが、経済基盤がその他の

ASEAN 諸国に比べて脆弱であり、早急な整備が必要であること、経済開発

の停滞はドイモイ政策の批判派の発言力を強め、同政策を後退させる懼れが

ある等の事情を鑑み、わが国として引き続き対越支援を行っていくことが極

めて重要。 
 
①成熟度 

F/S、EIA が承認済みである。 
 

②景気刺激効果･民間投資にとって魅力ある事業環境の整備 

本事業は、高い経済ポテンシャルを有するベトナムの経済センターであるホ

ーチミン市において、物流の効率化及び経済活動にとって極めて重要なイン

フラであり、ベトナム経済全体の成長に資する。 

 

③わが国のノウハウ・技術の反映及びわが国よりの調達 

本事業は、巨大建造物の建設工法、信頼性の高い電気設備工事、手荷物処理

システムやフライトインフォーメーションシステム等の特殊機器製造・設置

工事においてわが国のノウハウ及び先進技術が十分に活かせる。また、本事

業の建設に必要な資機材・サービスのわが国からの調達は、借款総額の 5割

を超えることが見込まれており、日本企業が本事業に貢献する割合は極めて

高い。 

るのに対し、実施機関では、低金利、長期の返済期間、品質の高いプロジェ

クトの確保、高度技術の導入が目的であったとしている。 
(2) 競争と調達 
P/Q 参加は 3 社、全て合格、入札参加はそのうち 2 社。財政省では、日本の

有力コントラクター（落札者、非落札者とも）が共同企業体を結成して参加

したため、結果として P/Q 参加者が 3 社にとどまる結果となり、ベトナム政

府が期待していた多数の参加者による競争が実現せず、競争に影響を与えた

と指摘している。下請けの資格要件と調達適格国に関するコメントとして、

実施機関では、「特別円借款の規制により事業の実施上しばしば困難を経験

した。下請けに関する制約のため、より広い対象から下請けを選択すること

ができず、限られた候補の中からの選択を余儀なくされた。調達適格国の規

制はより大きな困難を伴った。コントラクターの提案する機材と対比して、

より優れた、あるいは経済的な代替品があることが判明していながら、採用

することができないといった問題に逢着した。調達適格国の範囲の拡大を期

待する。」他方、コントラクターから得られたコメントでは、「下請けに関す

る規制のため、より能力の高い第 3 国の下請けを起用することができず、能

力の低いベトナム企業の起用を余儀なくされた。また、原産地に関する規制

により、より優れた第 3 国の資機材・役務を調達することができなかった。

さらには、日本企業の生産工程がグローバルな展開を遂げた結果、『本邦調

達』と定義される製品・機材が限定的となり、事業の円滑な実施にとって困

難な問題を伴った」と指摘している。コントラクターでは腐心した具体例と

して以下を挙げている。「電気製品の多くは日本ブランドにも拘わらず、東

南アジア産が多く、日本製の定義を逸脱する。エレベータ等は構成する部品

で調達、現地で組み立てて最終製品となる。日本の関税法に定める日本原産

の定義は、『新しい特性を与える行為を最後に行った国』とされており、組

立てが行われたベトナムが原産であると主張したが認められなかった。この

種の個別問題が多数発生、その都度、実施機関、コンサルタント及び JBIC
との協議を要することとなり、これらの手続きが多大な労力と時間を要する

結果となった。」 
(3) 第一次下請け業者 
特別円借款制度では、第一次下請け業者は 2 国間タイドとなっている。躯体

工事に係る第一次下請け業者は 5 社、全てベトナム企業。実施機関、コンサ

ルタント及びコントラクターが一様に認める事実として、ベトナムの一流企

業の中から選抜を試みたが優秀とされる企業に参加を辞退されるケースが

あった。総じて実施能力が低い。また、コントラクター及びコンサルタント

のコメントから、ベトナムの第一次下請け業者は一般に資金繰りがタイトで

あり、事業への作業員動員に苦労したことが確認されている。 
(4) コスト 
コンサルタントからのヒアリングによると、ベトナムの第一次下請け業者の
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中には二国間タイドを逆手に取り、通常より高い価格の契約を要求するとい

ったケースがあり、事業のコストを高くしたと説明されている。コントラク

ターの契約額は政府承認予算対比 103％となっている。実施機関ではこの比

率をベトナムで通常見られる水準より高いとしている。  
(5) 実施機関によるコントラクターの評価 
実施機関に対しコントラクターのパフォーマンスに関する評価を求めたと

ころ、実施機関より、1) 工程に対する対応、2) 工事実施の質的水準、3) プ
ロジェクト管理、4) 成果物の品質、5) 技術移転、の 5 項目のうち、2)及び

4)については 5 段階評価の 2 番目である「満足している」と評価、1)および

3)について 3 番目である「ある程度満足」、5)については「工事未完了につき

回答できない」と評価された。特別円借款によって実施された本事業に対す

る実施機関における評価は、工事実施及び成果物に関する質が評価されてい

る反面、工事・工程管理についてやや満足度が低いとの評価となっている。 
 

[教訓及び提言] 

 

【提言】 

・本事業によって建設される新ターミナルは、2012年には旅客数が設備容量になると予想される中、第2空港建設の調査が開始されている。今後の需要動

向を注視するとともに、新ターミナルの拡張を含む現空港能力を見極めつつ、新空港の建設には時間を要する点に留意し、効果的な実施時期、空港機能

分担、運営を実現するような周到な用意と実施を提言する。 

・ユーティリティの供給が供給者側の事情により当初計画通りの確保が困難な状況にあり、本事業の有効性に影響の及ぶことが懸念される。それぞれの供

給者との連携協議を密接に行い、有効な対策を進めることを提言する。 

・タンソンニャット空港へのアクセス交通の手段を多様化、整備することにより、市街路交通に対する負荷の軽減、アクセス利便性の向上を図ることが重

要であり、そのための対策を講じることを提言する。 

・事業の効果をモニター、評価する上で、運用効果指標として合意されている内容のうち効果指標について目的と現地の実情を勘案、次項で述べるような

内容で再検討することを提言する。 

 

[事後評価時用設定指標] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JBIC と実施機関は、以下の運用効果指標についてモニターすることを合意

している。 

 指標 単位 摘要 

ピーク月国際旅客数 

(出発/到着)(往復) 

人/月 年間のピーク月における

国際線出発/到着旅客数 

運用指標 

ピーク日国際旅客数 

(出発/到着)(往復) 

人/日 年間のピーク日における

国際線出発/到着旅客数 

年間国際旅客数（往復） 百万

人/年

年間における国際旅客総

数 

年間外国人旅客到着数

(片道) 

百万

人/年

年間における外国人到着

旅客総数 

効果指標 

年間国際観光旅客到着

数(片道) 

百万

人/年

年間における国際観光客

到着総数 

(1) モニタリングの状況 
合意されたモニタリング指標のうち、ピーク日国際旅客数及び年間国際旅客

数は SAA によって継続的なモニタリングが行われている。他方、ピーク月

国際旅客数、年間外国人旅客数、年間国際観光旅客数、年間ビジネス旅客数

については継続的なモニタリングは実施されていない。国際旅客、国内旅客、

貨物取扱、航空機到着数等が重要な指標として継続的にモニターされ、付表

の通りの記録を残している。 

 

(2) モニタリング実施における課題 

合意された指標には、空港運営における基本的な指標である航空機着陸回数

及び国内旅客数が含まれていない。これらは、国際旅客ターミナルビルの建

設以外の影響も受けるものであるが、関連指標として継続的なモニタリング

を実施することが望ましい。 
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 年間国際ビジネス旅客

到着数(片道) 

百万

人/年

年間における国際ビジネ

ス旅客到着総数 

(出所) JBIC 内部資料 
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【付表】 タンソンニャット国際空港実績 
2001 2002 2003 2004 2005 2006  

単位 
実績 前年比 

伸び率 
実績 前年比 

伸び率 
実績 前年比 

伸び率 
実績 前年比 

伸び率 
実績 前年比 

伸び率 
実績 前年比 

伸び率 
旅客総数 千人・％ 4,499 ― 5,319 18.2% 5,062 ▲4.8% 6,244 23.4% 7,345 17.6% 8,472 15.3% 

  国際 千人・％ 2,657 ― 3,199 20.4% 2,898 ▲9.4% 3,726 28.6% 4,312 15.7% 4,865 12.8% 

  国内 千人・％ 1,841 ― 2,120 15.2% 2,164 2.1% 2,517 16.3% 3,033 20.5% 3,608 19.0% 

 出発 千人・％ 1,379 ― 1,652 19.8% 1,502 ▲9.1% 1,921 27.9% 2,220 15.6% 2,500 12.6% 
国際 

 到着 千人・％ 1,279 ― 1,548 21.0% 1,396 ▲9.8% 1,805 29.3% 2,092 15.9% 2,365 13.0% 

 出発 千人・％ 913 ― 1,037 13.4% 1,062 2.4% 1,232 16.0% 1,488 20.8% 1,776 19.4% 
国内 

 到着 千人・％ 928 ― 1,082 16.6% 1,102 1.8% 1,285 16.6% 1,545 20.2% 1,832 18.6% 

              

貨物取扱総量 千トン・％ 102 ― 133 30.4% 159 19.5% 184 15.7% 196 6.5% 220 12.2% 

  国際 千トン・％ 68 ― 92 35.3% 113 22.8% 130 15.0% 133 2.3% 147 10.5% 

  国内 千トン・％ 34 ― 41 20.6% 46 12.2% 54 17.4% 63 16.7% 73 15.9% 

 出発 千トン・％ 36 ― 51 41.7% 64 25.4% 73 14.1% 73 0.0% 81 11.0% 
国際 

 到着 千トン・％ 32 ― 41 28.1% 50 22.0% 57 14.0% 60 5.3% 67 11.7% 

 出発 千トン・％ 20 ― 23 15.0% 25 8.7% 29 16.0% 36 24.1% 42 16.7% 
国内 

 到着 千トン・％ 15 ― 18 20.0% 22 22.2% 25 13.6% 28 12.0% 31 10.7% 

              

航空機総数 *1 機・％ 38,521 ― 44,589 15.8% 44,216 ▲0.8% 53,627 21.3% 59,243 10.5% 63,989 8.0% 

  国際 *1 機・％ 22,262 ― 25,469 14.4% 24,413 ▲4.1% 30,340 24.3% 32,740 7.9% 35,360 8.0% 

  国内 *1 機・％ 16,259 ― 19,120 17.6% 19,803 3.5% 23,287 17.6% 26,503 13.8% 28,629 8.0% 

（注）*1 航空機発着回数は到着及び出発を別々に 1 機としてカウント、従って到着した機体が離陸するアクションにより 2 機が動いたと計算されている。 

（出所） Southern Airport Authority 
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